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組立て・取付け説明書アングルカバー・見切材
● 取付けされる方に必ずお渡しください。掲載番号順に施工してください。

●二次元コードにアクセスいただくと、施工説明
動画をご覧いただけます。動画は参考例になり
ます。必ず説明書の手順を実施してください。

※下記内容は重要事項ですので必ず点検してください。

…組立て・取付けを誤った場合、使用者
などが中程度の傷害・軽傷を負う危険または物的
損害の発生が想定されます。

 注  意

■守っていただきたいこと

 注　意

●アングルカバーの取付けはねじの締
めすぎに注意してください。
　電動ドライバー使用時は、0.5N・m
{5kgf・cm}程度とし、最後は必ず手
で締めてください。締めつけ過ぎる
とねじが効かなくなり脱落するおそ
れがあります。
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No. チェック内容

1 ねじのゆるみ、ねじバカはないか □

2
高断熱汎用枠の場合、アングルカ
バー裏面の断熱材は取外していな
いか

□

リプラス 汎用枠・高断熱汎用枠

■部品一覧
アングルカバー

見切材

アングルカバー組立てねじ アングルカバー端部キャップ

トラスタッピン1種
φ4×12

アングルカバー取付補助ブロック アングルカバー取付けねじ

※高断熱汎用枠は使用しません。

皿木ねじ
φ3.1×20

※新設サッシに同梱されています。
アングルカバー縦取付補助ブロック 　

※高断熱汎用枠はありません。

見切材コーナーピース 見切材取付けねじ

皿木ねじ
φ3.1×20

施工説明動画
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新設枠アングルから既設窓枠までのa～dを測定し、切断す
る溝を決めてください。

1アングルカバーの切断寸法の確認 2アングルカバーの加工

アングルカバーを決定した溝で切断してください。

※ 高断熱汎用枠の場合、断熱材の寸法違いで上・下がありま
す。上には「上」シールが張られています。

測
定
a

測
定
b

切断する溝

切断する溝

測
定
a

測
定
b

断熱材
(高断熱汎用枠

の場合)

断熱材
(高断熱汎用枠

の場合)

切
断
A

切
断
B

測定c 測定d

測定c 測定d

切断する溝 切断する溝

断熱材
(高断熱汎用枠の場合)

切断C 切断D

C

D

B

A B

A

ポイント
納まりにあう溝にPカッターで切目を入れ、ペンチなど
で折取ってください。

●縦アングルカバーのL寸切詰めは、上下アングルカバー
の切断に合せて切断してください。切断した部材を当て
てケガくと早く出来ます。

お願い

ペンチ

Pカッター

横アングルカバー

上枠 下枠 左縦枠 右縦枠

a b c d

お願い
●切断面は鋭利な部分が残らないようにヤスリなどで仕上
げてください。
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3アングルカバーの組立て
アングルカバーは、分割での取付けでも組立ててからの取付けでも、どちらでも出来ます。
現場の状況にあわせて選択してください。
※組立てる場合には、ガイドの印がされているので同梱のアングルカバー組立てねじを使用して組立てしてください。

組立てねじ
トラスタッピン1種
φ4×12

縦アングルカバー

ガイドの印

ガイドの印

横アングルカバー

横アングルカバー

組立てねじ
トラスタッピン1種
φ4×12
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4アングルカバーの取付け
※高断熱汎用枠の場合は、張付け不要ですので、4-③へ進んでください。
①下のアングルカバーに取付補助ブロックを張付けてください。
取付補助ブロックは5ヶ入っています。張付け個数は下図を参照してください。
中間はアタッチ下枠の連結ねじを避けた位置におおよそ均等になるように張付けてください。
※取付補助ブロックの張付け向きに注意してください。

②縦のアングルカバーに取付補助ブロックをおおよそ均等になるように張付けてください。
   取付補助ブロックは左右各3ヶ入っています。

●張付け個数目安

150 〃 150
W351～500

150 〃 150
W501～1000

〃

150 〃 150
W1001～1500

〃〃

150 〃 150
W1501～

〃〃 〃

〃 〃
W≦400

アタッチ枠連結ねじを
避けた位置に張付け

25

1
9
.5

張付け面

張付け向きに注意ください。

29

1
9
.5

アングルカバーから
飛び出している

●張付け個数目安

H≦300 H301～500 H501～

張付け面

取付補助ブロック(縦)

アングルカバーに突き当てる

〃
〃

〃

〃
〃

〃
〃〃

〃



4アングルカバーの取付け（つづき）
③アングルカバーを新設サッシ枠に取付けます。
※上・縦のアングルカバーの足が長く、ガタつく場合は、かい木またはスペーサーを
入れてください。

④新設サッシ枠の取付け穴に合わせてアングルカバーに下穴（φ1.5～2）をあけ、取付けねじで固定してください。

分割して取付ける場合は、上下アングルカバー→縦アングルカバーの順
に取付けます。上下のアングルカバーは、新設サッシ縦枠アングル内々
に左右均等になるように取付けます。

室外側

室内側

アングルカバー

アングルカバー

アングルカバー

皿木ねじ
φ3.1×20

室外側

室内側

●詳細図

ドリル
φ1.5～2

皿木ねじ
φ3.1×20
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お願い
●ねじはまっすぐに
ねじ込んでくださ
い。 φ2.0

以下

ドリル

11.5

かい木または
スペーサー

②

②
①

① 下アングルカバー

縦アングルカバー

上アングルカバー

 注　意
● ねじの締めすぎに注意して
ください。
　電動ドライバー使用時は、
0.5N・m{5kgf・cm}程度
とし、最後は必ず手で絞め
てください。締めつけ過ぎ
るとねじが効かなくなり脱
落するおそれがあります。
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5アングルカバー端部キャップの加工（見切材なしの場合） 6アングルカバー端部キャップの取付け（見切材なしの場合）
端部キャップのリケイ紙をはがして、端部加工穴に差し込み、
張付けてください。

端部キャップをアングルカバーに合せて切断してください。

リケイ紙

端部キャップ

端部キャップ

ツメ
（加工穴に差し込む）

加工穴

アングルカバー
上面から端部まで

アングルカバー
端部キャップ

採寸
（アングルカバー上面
 から端部まで）

アングルカバー

お願い
●横引きロール網戸を使用する場合は、アングルカバー端
部キャップ裏面にあるカット溝に沿ってカットしてくだ
さい。カットせずにそのまま取付けると横引きロール網
戸が端部キャップの上に乗り、アングルカバーとの間に
すき間が発生します。

溝カット後

カット溝
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7アングルカバーのシーリング処理（見切材なしの場合）
①窓枠とアングルカバーのすき間をシーリング処理してくだ
さい。

室外側

室内側

シーリング材
（別途手配）窓枠

窓枠
シーリング材
（別途手配）

シーリング材
（別途手配）

窓枠

●縦断面図

●横断面図
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9見切材の加工
見切材を決定したA～Dに合せて切断してください。

お願い
●切断小口は鋭利は部分が残らないようにヤスリなどで仕
上げてください。
●見切材は上下寸法、左右寸法をそれぞれ端部から切断機
などで切断してください。合計の切断寸法で片側から切
断すると、新設サッシ枠のアングルねじと見切材固定ね
じの位置にズレが発生します。

B

B

A

C

D

A

C

D

8見切材の切断寸法の確認（見切材ありの場合）
1で測定したa～dから、切断A～Dを決めてください。

1
0
2

4
2
.5

4
2
.5

（
7
2
.5
）

1
0
2

切
断
A

（
1
1
8
-a
）

切
断
B

（
1
1
8
-b
）

測
定
a

測
定
b

1
6

1
6

102102

切断C
（118-c）

切断D
（118-d）

測定d測定c

1616

新設枠アングルねじと見切
材取付ねじが揃うようにな
っています。
※連窓の場合は揃いません。
※窓種が違う連窓の場合は、
端部も揃わない場合があ
ります。

※縦・横すべり出し窓オペレーター用、高所横すべり出
し窓用の場合は、新設サッシに合せて端部からの穴
位置が異なります。(上記( )寸法)、端部からの寸法
が小さい方が上側になり、穴加工裏面に「上」シール
が張付けてあります。

新設枠アングルねじと見
切材取付ねじが揃うように
なっています。
※段窓の場合は揃いません。

上枠 下枠 左縦枠 右縦枠

採寸
a b c d

切断
A（118－a） B（118－b） C（118－c） D（118－d）



10見切材の取付け
①見切材のリケイ紙をはがして、窓枠に当ててスライドさせ
ながらアングルカバーとすき間が出ないようにアングルカ
バーに押し付けて圧着してください。
※サッシ本体のアングルねじ穴と見切材の取付け穴位置を合
わせて固定します。
②圧着したら、取付け穴に合せて窓枠に下穴（φ1.5～2）を
あけ、取付けねじでねじ止めします。

お願い
●見切材はすき間なく取付けてください。
　その際、見切材を押し込んで、アングルカバーが曲がら
ないようにしてください。

すき間なく
固定

すき間なく
固定

押し
込まない

●ねじはまっすぐにねじ込んでください。
●ねじの締めすぎに注意してください。

ドリル

φ2.0
以下

リケイ紙

皿木ねじ
φ3.1×20

（16）

位置を合わせる

（16）

見切材

見切材

室内側

例：横断面
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11見切材コーナーピースの取付け
①見切材コーナーピース取付け部を必ず清掃し、汚れ（泥・
砂）・ホコリ・油などを取ってください。
※取付け部に汚れ（泥・砂）・ホコリ・油などが付着している
と、両面テープの接着力が低下し、外れの原因になるおそ
れがあります。
②裏面のリケイ紙をはがし、見切材コーナー部に合わせます。
※張直しをしないでください。接着力が低下し、外れの原因
になるおそれがあります。
③窓枠に強く押付けて圧着します。

見切材
コーナーピース
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12アングルカバー端部キャップの加工（見切材ありの場合） 13アングルカバー端部キャップの取付け（見切材ありの場合）
端部キャップのリケイ紙をはがして、端部加工穴に差し込み、
張付けてください。

端部キャップをアングルカバー・見切材に合せて切断してく
ださい。

ツメ
（加工穴に差し込む）

リケイ紙
端部キャップ

加工穴

端部キャップ

アングルカバーから
見切材までの寸法

アングルカバー
端部キャップ

見切材

アングルカバー

採寸
（アングルカバー上面
 から見切り材まで）

お願い
●横引きロール網戸を使用する場合は、アングルカバー端
部キャップ裏面にあるカット溝に沿ってカットしてくだ
さい。カットせずにそのまま取付けると横引きロール網
戸が端部キャップの上に乗り、アングルカバーとの間に
すき間が発生します。

溝カット後

カット溝



MEMO



MEMO



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /JPN (eBook)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


